
視聴のお申込みは８/30月11：00まで

「オンライン医学講座」は、
ご自宅で視聴が可能です。

視聴を
ご希望される方は、
当院のホームページから
お申込みください。

ＱＲコードでホームページへ！

湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾1833

お問合せ

　認知症は、さまざまなタイプが存在しま
す。それぞれが発症するメカニズムやそ
の原因には、日頃の生活習慣が関係して
います。認知症の予防のために、生活を
見直して、すぐに取り組むことができる事
例を紹介します。是非、お聞きください。

認知症は予防できますか？～生活習慣病の予防が大切です～

オンライン医学講座 受講無料受講無料

８月31日（火）14：00から
インターネット配信により各ご自宅で

日 時

会 場

講 

師

湘南さくら病院
精神科

櫻井 秀樹 医師

視聴の方法は事前に必ず
当院のＨＰでご確認ください。

ホームページ

 ＱＲコードでホームページへ！
お問合せ
茅ケ崎中央病院
☎0467-８６-６５３０
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3 （代表）

どちらの講座もインターネット配信です。是非、ご視聴ください。

できるだけ
薬を使わないで
血糖値を管理する方法

頭痛と
頭蓋内疾患について

オンライン医学講座 受講無料受講無料

8月5日（木）
1３：00～14：00

日 時

講 師 茅ケ崎中央病院 内科
　植木 彬夫 医師

８月23日（月）
1３：00～14：00

日 時

講 師 茅ケ崎中央病院 脳神経外科
　杉山 誠 医師

　

鎌
倉
の
御
成
通
り
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
は
、今
年
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
し
く
院
長
に
就
任
し
た
平
田

敏
樹
医
師
の
挨
拶
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
／
同
院
〉

師
の
治
療
の
ほ
か
、
患
者
さ
ま
を

包
み
込
む
よ
う
な
看
護
や
、
専
門

的
に
観
察
す
る
視
点
、
そ
し
て
、

ご
家
族
と
の
絆
の
継
続
に
目
を
配

り
、
患
者
さ
ま
を
力
付
け
る
こ
と

も
含
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
“
ふ
れ

あ
い
”
の
中
で
、
病
気
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
、
患
者

さ
ま
が
ご
家
族
の
も
と
、
そ
し
て

地
域
社
会
で
の
生
活
に
お
戻
り
で

き
る
よ
う
に
尽
力
い
た
し
ま
す
」

院
長
外
来
は
火
・
水
・
金

　
「
当
院
で
は
、『
院
長
外
来
』
と

い
た
し
ま
し
て
、
一
般
内
科
の
診

療
を
、
火
曜
日
の
午
前
・
午
後
と
、

　
／
高
血
圧
／
糖
尿
病  

な
ど

◇
日
中
の
行
動
と
水
分
摂
取

…
激
し
い
運
動
／
不
慣
れ
な
重
労

　
働
／
長
時
間
の
野
外
作
業

水
曜
日
の
午
後
、金
曜
日
の
午
前
・

午
後
の
週
５
コ
マ
を
担
当
し
て
お

り
ま
す
。

　

職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
、
全

ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
、
笑
顔
の
病

院
で
あ
り
続
け
る
よ
う
に
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
健
康
生
活
の
た
め

に
、
当
院
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
」。

受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
気
象
条
件

…
気
温
が
ど
の
く
ら
い
高
く
な
る

　
か
／
湿
度
の
数
値
／
風
量
／
日

　
差
し

◇
年
齢

…
体
温
調
整
機
能
の
バ
ラ
ン
ス
を

　
崩
し
や
す
い
高
齢
者
（
65
歳
以

　
上
）
や
子
ど
も
（
15
歳
以
下
）

◇
持
病
や
肥
満

…
心
疾
患
／
肺
疾
患
／
精
神
疾
患

　
（
平
田
院
長
）「
こ
の
た
び
、
ふ

れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
院
長

に
就
任
し
ま
し
た
平
田
敏
樹
（
ひ

ら
た
と
し
き
）
と
申
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

包
み
込
む
看
護
や
家
族
の
絆
を

　
「
私
は
、当
院
が
所
属
す
る
『
ふ

れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
』
の
理
念
『
人

を
尊
び
、
命
を
尊
び
、
個
を
敬
愛

す
』
を
基
本
に
、
患
者
さ
ま
が
、

入
院
前
の
日
常
生
活
の
状
態
に
戻

れ
る
よ
う
に
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
日
々
、
現
場
で
励
ん
で
お
り

ま
す
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
医

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。
今
年

の
夏
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に

は
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、

少
し
で
も
体
調
が
良
く
な
い
場
合

は
、
熱
中
症
な
ど
の
可
能
性
を
考

え
て
た
め
ら
わ
ず
、
医
療
機
関
を

夏
は
体
温
調
節
機
能
を
正
し
く
、活
発
に
！

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

平
田
院
長
よ
り
着
任
の
ご
挨
拶

６
月
１
日
に
新
院
長
に
就
任

　

人
間
の
体
は
、
夏
の
暑
い
時
期

に
は
、
体
温
調
節
の
た
め
に
、
汗

を
か
い
た
り
、
皮
膚
温
度
を
上
昇

さ
せ
た
り
し
て
、
熱
を
体
外
へ
放

出
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
夏
は
、

体
の
機
能
が
正
常
に
働
く
た
め
の

体
調
管
理
が
と
て
も
大
切
で
す
。

全スタッフが笑顔で患者さま
に接する病院であり続けたい
と思っております。当院に
対するご指導ご鞭撻並びに
ご支援をお願い申し上げます。

院長外来は
火午前・午後 水午後 金午前・午後
ふれあい鎌倉ホスピタル
TEL.0467-23-1111
〒248-0012 鎌倉市御成町9-5
江ノ電・JR鎌倉駅西口から徒歩３分
www.fureai-g.or.jp/kamakura-hp/

西口
江ノ島電鉄

鎌倉駅

駅徒歩3分

当院院長の紹介
    診療担当科　内科

   新院長 平田敏樹 医師

新
生
・
茅
ケ
崎
中
央
病
院
に
ご
期
待
を
！

先
端
機
器
の
導
入
と
熟
練
手
技
で
広
く
深
い
治
療
へ

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
中
央
病
院　
緑
川
武
正 
副
院
長

　
　
食
べ
物
の
最
後
の
通
り
道

　
　
　
　
　「
大
腸
」の
疾
患
で
重
要
な
こ
と

　

消
化
器
の
が
ん
の
中
で
も
、
日
本
人
に
増
加
し
て
い
る
「
大
腸
が
ん
」
は
、
自

覚
症
状
に
乏
し
く
、
自
分
で
わ
か
る
よ
う
な
症
状
が
出
た
時
に
は
、
す
で
に
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。
早
め
の
検
査
や
受
診
が
鍵
を
握
り
ま
す
。

　

人
間
の
体
に
あ
る
臓
器
の
中

で
、「
大
腸
」
は
、
食
べ
物
が
通

る
最
終
段
階
の
部
位
で
す
。

　

小
腸
に
続
き
、
大
腸
は
右
下
腹

部
か
ら
始
ま
り
、
ぐ
る
り
と
大
き

く
時
計
回
り
に
曲
が
り
、
肛
門
に

　
（
緑
川
副
院
長
よ
り
）「
茅
ケ
崎

中
央
病
院
は
、
昨
春
か
ら
、
外

科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、

循
環
器
内
科
の
各
専
門
科
お
よ
び

外
科
・
消
化
器
の
関
連
部
門
と
し

て
、『
救
急
セ
ン
タ
ー
』『
内
視
鏡

セ
ン
タ
ー
』
を
新
設
し
、“
新
生
・

茅
ケ
崎
中
央
病
院
”
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

の
皆
さ
ま
の
た
め
に
、よ
り
一
層
、

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
、
こ
の
１
年
３
カ
月
に
わ
た
っ

て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
」

つ
な
が
り
ま
す
。
長
さ
は
1.5
〜
２

ｍ
ほ
ど
で
、
結
腸
〈
盲
腸
／
上
行

結
腸
／
横
行
結
腸
／
下
行
結
腸
／

Ｓ
状
結
腸
〉
と
、
直
腸
〈
直
腸
Ｓ

状
部
／
上
部
直
腸
／
下
部
直
腸
〉

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

経
口
抗
が
ん
剤
＋
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ

　
「
私
は
、
消
化
器
疾
患
、
消
化

器
疾
患
等
の
内
科
的
疾
患
か
ら
外

科
的
疾
患
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
当
院
に
は
、

320

列
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
内
視
鏡
検
査
・

治
療
装
置
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
等

に
お
い
て
、
最
先
端
の
診
断
機
器

と
、
放
射
線
治
療
と
し
て
サ
イ

バ
ー
ナ
イ
フ
等
を
備
え
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ま
の
疾
患

に
対
し
、
迅
速
な
検
査
と
適
切
な

治
療
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
切
除
不
能
膵す
い
ぞ
う臓に

対

し
て
、
当
院
に
て
、
経
口
抗
が
ん

剤
治
療
＋
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
と
い

う
外
来
低
侵
襲
治
療
を
実
施
し
た

症
例
は
、
今
春
ま
で
に
複
数
あ
り

ま
す
。
当
院
で
可
能
な
『
経
口
抗

が
ん
剤
治
療
＋
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ

治
療
』
は
、
限
局
性
進
行
膵す
い
が
ん

に
お
い
て
、
今
後
、
有
望
な
治
療

に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
ま
す
」

無
輸
血
手
術
の
実
績
を
も
っ
て

　
「
消
化
器
関
連
疾
患
と
し
て
は
、

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肝
臓
が
ん
・

膵す
い
ぞ
う臓が
ん
・
胆
道
が
ん
等
の
悪
性

疾
患
か
ら
、
胆た
ん
の
う嚢

炎
・
胆
石
症
・

膵す
い
ぞ
う臓

炎
・
胃
腸
炎
・
大
腸
炎
・

逆
流
性
食
道
炎
・
潰
瘍
性
大
腸
炎
・

ク
ロ
ー
ン
病
・
虫
垂
炎
・
胃
腸

炎
・
胃
十
二
指
腸
炎
等
の
炎
症
性

疾
患
、
痔じ

・
鼠そ
け
い径

ヘ
ル
ニ
ア
等
の

多
く
の
内
科
的
治
療
・
外
科
的
治

療
を
要
す
る
疾
患
に
対
応
し
、
広

く
浅
く
で
は
な
く
、
広
く
深
い
対

が
ん
は
Ｓ
状
結
腸
や
直
腸
に

　

結
腸
・
直
腸
・
肛
門
に
発
生
す

る
が
ん
は
、「
大
腸
が
ん
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。
腺
腫
と
い
う
良
性
の

ポ
リ
ー
プ
が
、
が
ん
化
し
て
発
生

す
る
も
の
と
、正
常
な
粘
膜
か
ら
、

直
接
、
発
生
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
日
本
人
に
は
、〈
Ｓ
状
結
腸
〉

と
〈
直
腸
〉
に
が
ん
が
で
き
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
己
判
断
は
悪
化
の
も
と

　

大
腸
が
ん
は
、
早
期
の
段
階
で

は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

応
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

緊
急
に
対
処
す
べ
き
命
に
関
わ

る
消
化
管
穿
孔
・
腹
膜
炎
、
消
化

管
出
血
、
絞
こ
う
や
く扼
性
腸
閉
塞
、
急
性

膵す
い

炎
、
急
性
胆
道
炎
な
ど
の
急

性
疾
患
に
も
対
応
致
し
ま
す
。

　

私
は
、外
科
的
治
療
に
お
い
て
、

３
５
０
０
以
上
の
症
例
を
経
験
し

て
お
り
ま
す
。
特
に
、
患
者
さ
ま

へ
侵
襲
の
少
な
い
手
術
の
た
め
に

『
術
後
合
併
症
の
な
い
手
術
』『
出

血
の
な
い
無
輸
血
手
術
』
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
過
去
20
年
に
お

け
る
大
学
病
院
お
よ
び
一
般
病
院

で
の
肝
臓
が
ん
肝
切
除
、
膵す
い
ぞ
う臓
が

ん
膵す
い
切
除
、
胃
・
大
腸
が
ん
手
術

（
腹
腔
鏡
下
手
術
を
含
む
）、
腹
腔

鏡
下
胆た
ん
の
う嚢

摘
出
術
を
含
め
た
手

術
に
お
い
て
、
全
例
無
輸
血
手
術

を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た

医
療
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」。

同
院
☎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０

進
行
す
る
と
、
自
分
で
認
識
で
き

る
よ
う
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

　

多
い
症
状
に
は
、
便
に
血
が
混

じ
る
「
血
便
」
や
、
腸
か
ら
の
出

血
で
赤
や
赤
黒
い
便
が
出
た
り
、

便
の
表
面
に
血
液
が
付
着
す
る

「
下
血
」、繰
り
返
す
下
痢
と
便
秘
、

細
い
便
の
ほ
か
、
便
が
残
る
感
じ

が
し
た
り
、
お
腹
が
張
っ
た
り
、

腹
痛
、
貧
血
、
体
重
の
減
少
な
ど
、

一
見
し
て
大
腸
が
ん
と
思
わ
れ
な

い
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
特

に
、頻
度
が
高
い
「
血
便
」「
下
血
」

は
、
痔
な
ど
の
病
気
に
も
み
ら
れ

る
症
状
で
す
。
こ
の
理
由
か
ら
、

そ
の
ま
ま
放
っ
て
し
ま
い
、
進
行

し
て
か
ら
、
大
腸
が
ん
で
あ
っ
た

こ
と
が
発
覚
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、

が
ん
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
積
極

的
に
受
け
、
体
調
が
悪
い
時
は
、

早
め
に
消
化
器
系
を
扱
っ
て
い
る

病
院
や
外
科
が
あ
る
病
院
で
診
て

も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

上行結腸

横行結腸

下行結腸

S状結腸

直腸S状部

上部直腸

下部直腸

虫垂

盲腸

肛門

大腸の様子

茅ケ崎中央病院
消化器・外科

緑川 武正 副院長

2021年７月
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今までの暮らしをそのままに‒。
ご夫婦同室での入居に最適な居室空間

介護が必要になってもご夫婦で
身近に暮らし続けたい方へ

隣同士のお部屋で夫婦
気兼ねなく暮らしたい方へ

湘南ふれあいの
園 茅ヶ崎３施設の見学会 体験入居キャンペーン 

食事付き施設見学
会

８月１日㈰～９日㈪
㈷

　　  ※１日１組
さま 限定

見学に加え、施設
で提供している

当日のお食事をご
試食いただきます

。

期間：8月14日㈯～22日㈰
募集：１日１組さま限定
内容：「湘南ふれあいの園」と
　　　「湘南ふれあいの園湘南東部」と
　　　「ナーシングホーム元町」の
        ３施設間を送迎します

期間：８月23日㈪～31日㈫
募集：１日１組さま限定
金額：１泊３食付き11,000円
対象：「湘南ふれあいの園」あるいは
　　　「湘南ふれあいの園湘南東部」
　　　または「ナーシングホーム元町」
　　　 の３施設のどれか

合同イベント
単独イベント

合同イベント

1

茅ケ崎駅

市役所市役所

北口北口

新湘南BP
45

茅ヶ崎駅前

文化会館文化会館

東海道線

相
模
線

湘南ふれあいの園湘南ふれあいの園

湘南ふれあいの園
湘南東部
湘南ふれあいの園
湘南東部

ナｰシング
ホｰム元町

湘南東部総合病院

お申込み・お問合せは
各施設にお電話ください。
希望日時は先着順で決まる
ので、早めのご予約を
おすすめしております。

湘南ふれあいの園 ☎0467（86）6534
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

湘南ふれあいの園 湘南東部
☎0467（57）6050  茅ヶ崎市西久保745

ナーシングホーム元町
☎0467（88）2500  茅ヶ崎市元町10-3

湘南ふれあいの園シリーズ湘南ふれあいの園シリーズ
ふれあいグループが運営する介護付有料老人ホーム

茅ヶ崎地区で合同イベントを開催！

20名〈８/25㊌まで・申込順〉
60,000円（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修

募集定員

受講料

０４６７ｰ８４ｰ5９６６
０４６７ｰ８４ｰ0576

所定の申込書（HPからダウンロード）にご記入の上、
FAX・メール・郵送のいずれかでご送付を。
または、HP入力フォームからお申し込みください。

FAX 

ＴＥＬ 

メール fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

申込み・問合せ

9月1日（水）～12月22日（水）
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館３階「演習室」

（JR茅ケ崎駅から徒歩１8分）スクーリングは期間中に計１７日間
〈週１回ペース〉

就職時キャッシュバック制度、受講料ペア割 など

期 間

特典

会場

茅ヶ崎市南湖1-6-11茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内 
学校法人湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

〒253‐
0061

９月生
大募集 !

　

○
…
湘
南
東
部
総
合
病
院
に

つ
い
て
、「
た
く
さ
ん
良
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、そ
の
一
部
を
お
伝
え
す

る
だ
け
に
な
り
ま
す
が
、
ス
タ
ッ

フ
が
患
者
さ
ま
に
対
し
て
、全
面

的
な
協
力
姿
勢
を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

対
象
は
小
児
な
の
で
、例
え
ば
検

査
で
は
、正
し
く
受
け
ら
れ
る
姿

勢
が
整
う
ま
で
、時
間
を
要
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
対
し
、

待
機
す
る
だ
け
で
は
な
く
、検
査

が
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
は
、一

同
が
瞬
時
に
協
力
し
、能
率
良
く

進
み
ま
す
。こ
れ
は
正
確
な
検
査

に
よ
る
正
し
い
診
断
に
つ
な
が
る

の
で
、患
者
さ
ま
に
と
っ
て
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」と
語
り
ま
す
。

　

○
…
横
浜
で
育
ち
、
北
里
大

学
医
学
部
に
進
学
後
、
同
大
学

病
院
で
29
年
間
の
勤
務
を
経
て
、

今
春
、
湘
南
東
部
総
合
病
院
の

小
児
科
部
長
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
。
小
児
科
医
の
道
を
選
ん

だ
理
由
を
、「
専
門
分
野
に
よ
る

明
確
な
区
分
け
な
し
に
、
小
児

と
い
う
全
人
間
を
診
て
い
く
こ
と

に
惹
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
分
野
の

専
門
の
先
生
に
診
て
い
た
だ
く
必

要
は
随
時
、
出
て
き
ま
す
が
、
一

般
的
な
診
療
で
は
、
自
分
の
も
て

る
力
の
全
て
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。
上
か
ら
と
い

う
そ
ぶ
り
は
一
切
な
く
、「
患
者

さ
ま
（
ご
本
人
や
ご
家
族
）
と

同
じ
目
線
で
お
話
を
聞
き
、
そ
の

内
容
を
大
事
に
し
て
、
具
体
的

な
診
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
私

の
使
命
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

○
…
同
院
で
は
、一
般
診
療（
平

日
の
午
前
・
午
後
）
の
ほ
か
、
専

門
と
し
て
い
る
「
小
児
て
ん
か
ん
」

で
は
、
専
門
外
来
（
㈫
㈮
の
各

午
後
）
を
開
設
。「
会
話
が
で
き

な
い
乳
幼
児
の
場
合
、
ご
家
族
と

し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
お
話
を
伺

い
ま
す
。
自
分
の
言
葉
で
話
が
で

き
、
ま
た
は
意
思
を
伝
え
よ
う

と
す
る
小
児
の
場
合
は
、
幼
く
て

も
、
ご
本
人
の
お
話
を
大
切
に
し

ま
す
」
と
語
り
、
診
察
で
は
、
う

ま
く
伝
え
ら
れ
ず
言
葉
に
出
せ
な

い
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
ら
、“
一

歩
踏
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
ま
で
手
が

届
く
”
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
と

い
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
苦
し
み
・

痛
み
が
わ
か
る
医
師
で
あ
り
た

い
」
と
熱
い
信
念
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　

ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
な
い

　
　
　

 

自
分
に
で
き
る
全
て
の
力
で

岩﨑 俊之 医師
 （いわさき としゆき）　　　　

湘南東部総合病院
【小児科】

日本小児科学会 専門医・指導医
日本小児神経学会 専門医・指導医
日本てんかん学会 専門医・指導医
インフェクションコントロールドクター（ＩＣＤ）

ふ
れ
あ
い
の
百
合
　

身
体
機
能
の
向
上
は「
当
施
設
で
リ
ハ
ビ
リ
を
！
」

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
募
集

　

国
道
１
号
沿
い
に
あ
る
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
百
合
」
に
は
、
日

頃
は
自
宅
で
生
活
し
な
が
ら
、
日
中
だ
け
通
い
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。 〈
取
材
協
力
〉

　

最
近
、「
足
の
痛
み
が
出
て
き

た
」「
転
び
や
す
く
な
っ
た
」
と

い
う
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
ま
た

は
家
族
が
、
趣
味
や
日
常
生
活
の

際
に
不
便
を
感
じ
て
い
た
り
、
普

て
お
り
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
支
援
や
訓
練
を
、
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

同
じ
目
線
を
も
つ
こ
と

　

ふ
れ
あ
い
の
百
合
の
ス
タ
ッ
フ

は
、次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
利
用
者
さ
ま
に
本
当
に
必
要
な

訓
練
内
容
や
、
効
果
的
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
形
を
考
え
て
い

く
上
で
、
当
施
設
が
大
切
に
し
て

い
る
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
利
用
者

さ
ま
と
同
じ
目
標
を
も
つ
こ
と
で

す
。
同
じ
目
線
で
訓
練
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
さ
ま

の
生
活
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が

段
の
移
動
に
車
椅
子
が
不
可
欠
に

な
っ
て
き
て
、
家
庭
生
活
に
苦
労

を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に
、
茅
ヶ
崎
市
南
湖
に
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
の
百
合
」
で
は
、
身

体
機
能
の
維
持
や
回
復
を
目
指
す

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
、

日
帰
り
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

広
い
空
間
で
訓
練
し
や
す
い

　

こ
の
施
設
は
、「
介
護
老
人
保

健
施
設
」
で
あ
り
、
高
齢
者
向
け

に
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
、
広
く

ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
が
用
意
さ

れ
、
個
々
に
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
受
け
ら
れ

る
環
境
で
す
。「
セ
ラ
ピ
ス
ト
」

と
呼
ば
れ
る
理
学
療
法
士
・
作
業

療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
が
そ
ろ
っ

り
、マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
行
な
う『
個

別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
の
際

に
は
、
ご
家
庭
で
の
生
活
様
式
に

沿
っ
た
歩
行
訓
練
な
ど
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
実
践
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
、
良
い
サ
イ
ク
ル

を
つ
く
る
こ
と
で
、
生
活
能
力
の

向
上
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

当
施
設
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
利
用
者
さ
ま
の
ご
様
子

を
、
一
部
、
紹
介
し
ま
す
」

理学療法士とマンツーマンの歩行訓練

楽しく行なうためのサポートも実施

注
効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

家
族
の
介
護
負
担
も
軽
減
。

▽
駅
ま
で
歩
い
て
趣
味
の
再
開

100
ｍ
も
歩
け
な
か
っ
た
状
態
か

ら
、
半
年
間
の
リ
ハ
ビ
リ
で
１

㎞
以
上
先
の
駅
ま
で
歩
行
が
可

能
に
。
念
願
の
趣
味
を
再
開
。

▽「
要
介
護
」→「
要
支
援
」へ

歩
行
車
使
用
で
屋
外
を
歩
き
、

ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
が
可
能

に
。「
要
支
援
」
認
定
と
な
り
、

家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も

　
「
当
施
設
で
は
、
利
用
者
さ
ま

だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
に
対
し
て

も
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。介
助
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

福
祉
用
具
の
選
定
、
住
宅
改
修
の

提
案
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
ご
自

宅
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
当
施
設
を
有
意
義
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
」。

■
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ

い
の
百
合
」
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
担
当
／
若
山
・
藤
林
）

☎
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４
６
７・８
４・６
５
０
１

FAX
０
４
６
７・８
４・６
５
０
２

茅
ヶ
崎
市
南
湖
１
の
６
の
14
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保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
・理学療法学専攻
・作業療法学専攻 医療薬学科

薬学部

（2021年４月開設）

〒244-0806  神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48

☎045-821-0115 入試事務室

東戸塚キャンパス
湘南新宿ライン

横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

町田
51分

新宿
42分東戸塚

東戸塚キャンパス

Summer

Autumn

各日 10：00～15：00

14：00～16：00
オープンキャンパスは
保健医療学部と薬学部の

同時開催

オープンキャンパスは
保健医療学部と薬学部の

同時開催

８／６    ８／ 7
８／28

11／20 

Fri

Sat

Sat

Sat

石
川
町
駅

元町・中華街駅元町・中華街駅

港
の
見
え
る
丘

公
園

山手公園

フェリス
女学院
中・高

フェリス
女学院大

首都高 中村川中村川

山手教会

山手西洋館

山手聖公会

横浜外国人墓地

アメリカ山公園

山手迎賓館フランス山

マリンタワー

yamate St.

motomachiSt.

Here!Here! 山手イタリア山
庭園

2022年４月
開設予定

      New Campus       New Campus       �      �20222022横浜山手キャンパス横浜山手キャンパス

看護学科（一部）
         で使用予定

所在地：神奈川県横浜市
            中区山手町27

JR石川町駅から徒歩８分 または
みなとみらい線元町・中華街駅から徒歩12分

OPEN CAMPUSOPEN CAMPUS
～17病院＋51保健福祉施設がサポート～湘南医療大学 Shonan University of Medical Sciences

8月6日金・７日土・28日土8月6日金・７日土・28日土
薬学部コーナーのイベントを紹介（一部）

アロマハンドジェルの調製体験！アロマハンドジェルの調製体験！アロマハンドジェルの調製体験！アロマハンドジェルの調製体験！

解熱・鎮痛薬はなぜ効くの？解熱・鎮痛薬はなぜ効くの？解熱・鎮痛薬はなぜ効くの？解熱・鎮痛薬はなぜ効くの？

薬の分子の組立てにチャレンジ！薬の分子の組立てにチャレンジ！薬の分子の組立てにチャレンジ！薬の分子の組立てにチャレンジ！
平面的な構造式で学ぶことが多い分子
について、実際に研究で用いられて
いるソフトウェアを使って、パソコンで
薬の分子を組み立ててみましょう！
３Dメガネで立体像も体感できます。

平面的な構造式で学ぶことが多い分子
について、実際に研究で用いられて
いるソフトウェアを使って、パソコンで
薬の分子を組み立ててみましょう！
３Dメガネで立体像も体感できます。

普段、皆さんが何気なく使っている
「解熱・鎮痛薬」は、なぜ効くのでしょ
うか？オープンキャンパスでは、実際
に薬学部で講義している授業の知識
を駆使することで、この謎に迫って
みたいと思います。

普段、皆さんが何気なく使っている
「解熱・鎮痛薬」は、なぜ効くのでしょ
うか？オープンキャンパスでは、実際
に薬学部で講義している授業の知識
を駆使することで、この謎に迫って
みたいと思います。

薬学部
石川吉伸教授

担当科目／「科学計算演習」「分析化学」ほか
研究分野／錯体化学、生物無機化学など

担当科目／「生理学」「生理解剖学実習」ほか
研究分野／生物系薬学、細胞生物学など

担当科目／「天然薬物学」「日本薬局方」ほか
研究分野／天然物化学、生薬学など

植物には精油 ( エッセンシャルオイル) 
と呼ばれる香りの成分が含まれてい
ます。アロマテラピーに用いられるほか、
医薬品として利用される化学成分を
含むものもあります。お気に入りの
香りを見つけて、アロマハンドジェルを
作ってみましょう！

植物には精油 ( エッセンシャルオイル) 
と呼ばれる香りの成分が含まれてい
ます。アロマテラピーに用いられるほか、
医薬品として利用される化学成分を
含むものもあります。お気に入りの
香りを見つけて、アロマハンドジェルを
作ってみましょう！

薬学部
片川和明准教授

薬学部
山崎泰広准教授

カテーテル室薄葉文彦薄葉文彦Dr．Dr．
うすばふみひこ

田中嗣朗田中嗣朗Dr．Dr．
たなか つぐろう

家泉泰宏家泉泰宏Dr．Dr．
いえずみ やすひろ

曽原 寛曽原 寛Dr．Dr．
そはら ひろし

米澤将克米澤将克Dr．Dr．
よねざわ まさかつ

循環器の
担当医師

～常勤医師を紹
介～

☎0467‐83‐9192
   （日祝除く 8：00～17：00）

予約
センター

☎0467‐83‐0099
          （２４時間）

救急
  受付湘南東部総合病院

茅ヶ崎市西久保500

冠動脈造影検査の画像

冠動脈ＣＴ

冠動脈が
途切れている

実際の画像

心臓の立体画像を作成

総
合
病
院
だ
か
ら
可
能

　

同
院
で
は
、
総
合
病
院
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
診
療
科
の
垣

根
を
越
え
た
〈
多
職
種
の
連
携
強

化
〉
や
、〈
急
性
期
か
ら
慢
性
期
、

さ
ら
に
在
宅
に
至
る
ま
で
、
切
れ

目
の
な
い
医
療
〉
を
可
能
に
し
て

い
ま
す
。

取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院

患
者
さ
ま
に
も
施
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
上
、
入
院
期
間

の
短
縮
が
期
待
で
き
る
こ
と
な

ど
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
長
所
は
多
く
、
私

は
Ｉ
Ｖ
Ｒ
領
域
を
専
門
的
に
支
え

る
看
護
師
と
し
て
、
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
の
分
野
で
は
15
年
の
キ
ャ
リ

ア
を
も
っ
て
『
循
環
器
チ
ー
ム
』

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
、
責
任

感
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。『
日
々
、
ベ
ス
ト
を
尽
す
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
安
全
・
安
心

の
医
療
看
護
を
提
供
し
続
け
て
い

き
ま
す
。
質
問
や
心
配
事
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
」。

心
臓
の
立
体
像
と
冠
動
脈
の
造
影

　

心
臓
の
検
査
は
、
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ

（
デ
ュ
ア
ル
ソ
ー
ス
Ｃ
Ｔ
）
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
入
院
せ
ず
に

外
来
受
診
で
可
能
で
す
。
こ
の
Ｃ

Ｔ
は
、
動
き
が
あ
る
心
臓
を
撮
影

し
、
立
体
画
像
を
作
成
し
て
、
冠

動
脈
の
詰
ま
り
具
合
を
確
認
で
き

ま
す
＝
上
画
像
を
参
照
。

　

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
っ
て
、

詰
ま
り
の
程
度
が
高
度
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
治
療
方

針
を
決
定
す
る
た
め
に
、
冠
動
脈

造
影
検
査
（
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
／
１
泊
２
日
入
院
）
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
こ
の
検
査
に
よ
っ
て
、

病
変
部
に
つ
い
て
、風
船（
バ
ル
ー

ン
）
で
の
拡
張
や
、
ス
テ
ン
ト
の

留
置
な
ど
の
内
容
を
判
断
し
、
血

流
を
改
善
さ
せ
る
具
体
的
な
治
療

が
始
ま
り
ま
す
。

患
】
の
診
断
・
治
療
・
予
防
を
担

当
す
る
の
は
、
湘
南
東
部
総
合
病

院
で
は
、
循
環
器
専
門
医
を
は
じ

め
と
す
る
メ
ン
バ
ー
で
結
成
さ
れ

た
〈
循
環
器
チ
ー
ム
〉
で
す
。
医

師
の
ほ
か
、
看
護
師
や
診
療
放
射

線
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど
の

多
く
の
専
門
職
か
ら
成
る
チ
ー
ム

で
あ
り
、
よ
り
良
い
医
療
を
提
供

す
る
た
め
に
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
の
知
識
と
経
験
を
も
ち
寄

り
、専
門
性
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
【
虚
血
性
心
疾
患
】
で
は
、
心

電
図
、
超
音
波
、
造
影
Ｃ
Ｔ
な
ど

の
外
来
検
査
や
、
体
内
に
カ
テ
ー

テ
ル
な
ど
を
入
れ
て
治
療
す
る

〈
Ｉ
Ｖ
Ｒ
（Interventional Radiology

）〉

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

同
院
で
こ
の
治
療
現
場
を
担
当

し
て
い
る
松
本
康
宏
看
護
師
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｖ
Ｒ
は
、
緊
急
対
応
が
可

能
で
あ
り
、
全
身
状
態
が
厳
し
い

虚
血
性
心
疾
患
の
怖
さ

　
「
狭
心
症
」
や
「
心
筋
梗
塞
」

な
ど
の
【
虚
血
性
心
疾
患
】
が
怖

い
と
さ
れ
る
の
は
、「
が
ん
」
に

次
い
で
二
番
目
に
多
い
死
因
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
症
状
を
自
覚
し

た
時
に
は
、
す
で
に
病
気
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
【
虚
血
性
心
疾
患
】
は
、
心
臓

を
取
り
囲
ん
で
い
る
〈
冠
動
脈
〉

と
い
う
血
管
の
流
れ
が
悪
く
な

り
、
心
臓
の
筋
肉
（
心
筋
）
に
十

分
な
血
液
が
届
か
な
い
病
気
で

す
。
動
脈
硬
化
な
ど
に
よ
り
、
血

管
の
内
側
が
狭
く
な
る
こ
と
が
原

因
で
す
。
血
管
が
完
全
に
詰
ま
っ

て
し
ま
う
と
、
胸
の
激
し
い
痛
み

や
締
め
付
け
感
が
現
れ
る
「
心
筋

梗
塞
」
に
な
り
ま
す
。

　

血
液
が
流
れ
ず
壊
死
し
た
心
筋

は
、
止
ま
っ
た
ま
ま
回
復
し
ま
せ

ん
。
心
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
、

「
心
不
全
」
を
合
併
し
た
り
、
命

に
関
わ
る
危
険
な
「
不
整
脈
」
を

生
じ
、
体
調
が
急
変
す
る
リ
ス
ク

を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
あ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ

　

こ
の
恐
ろ
し
い
【
虚
血
性
心
疾

　

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
に
あ
る
「
湘
南
東
部
総
合
病
院
」
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

教
育
を
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
救
急
医
療
や

高
度
専
門
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。
特
に
循
環
器
内
科
で
は
、
５
名
の
常
勤
医
師

を
配
置
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
近
隣
住
民
や
地
域
の
医
療
機
関
、
グ
ル
ー
プ
施
設

な
ど
か
ら
、
緊
急
受
診
の
受
け
入
れ
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

湘
南
東
部
総
合
病
院

専
門
職
が
結
集
「
循
環
器
チ
ー
ム
」

湘
南
エ
リ
ア
の
心
臓
病
治
療
に
尽
力

特 集

実際の画像

血管が狭まって
血流が悪化している

湘南東部総合病院
循環器チーム

松本 康宏 看護師

3



無料アプリ「ZOOM」を使用します

「オンライン医学講座」は、
ご自宅で視聴が可能です。
※インターネットにつながる環境が必要です。

事前に必ず
当院のホームページを
ご確認ください。
新北陵　医学講座 検索

茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（代表）
茅ヶ崎市行谷583-1

お問合せ

　高齢者の体力・免疫力の低下に加え
て、近年、増加が目立つ肺炎の発症。
「元気がない」「食欲がない」「全身が
だるい」は、危険信号です！医師の視点
から、診察を受けた方が良い症状や、
誤嚥性肺炎の様子などをお伝えします。

その症状、風邪？肺炎にご用心！～高齢者の肺炎予防と体力づくり～

オンライン医学講座 受講無料受講無料

８月24日（火）14：00～15：00
インターネット配信により各ご自宅で

日 時

会 場

講 

師

茅ケ崎新北陵病院
内科

山崎 隆一郎 医師
８月26日（木）13：30～15：00
ふれあい平塚ホスピタル 5階 会議室

日 時

会 場

新型コロナウイルスについて
～私たちが知っておくべきこと～

　いまだに終息のめどが立たない「新型
コロナウイルス感染症」。当院副院長で感
染防止対策委員長の兼坂茂医師が、新
型コロナウイルスに関する最新の情報に
ついて、皆さまにわかりやすく説明します。

平塚駅

湘南
海岸公園

交番
高浜公園前

南口
バスターミナル

134

ふれあい
平塚ホスピタル

講 

師

ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科

兼坂 茂 副院長

会場入場（定員10名）を
ご希望される方は、必ず
お電話でご予約ください。オンライン視聴の方法はＨＰをご覧ください。

（インターネット）

ホームページ
会場・オンラインどちらも無料！事前ご予約を

アクセス

お問合せ
ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-
　22-4105（代表）

平塚市袖ヶ浜1-12

ＪＲ平塚駅
南口から
徒歩12分

オンライン同時オンライン同時開催！医学講座 参加無料参加無料

環
境
省
の
熱
中
症
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
そ
っ
て

迷
わ
ず
高
齢
者
・
子
ど
も
に
応
急
処
置
を
！

  

「
ま
さ
か
私
が
熱
中
症
⁉︎
」と
な
ら
な
い
た
め
に

危
険
段
階
を
知
る
こ
と
自
体
が
予
防
対
策

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院　
山
崎
隆
一
郎 

医
師

を
要
す
る
の
は
、
め
ま
い
／
立
ち

く
ら
み
／
手
足
が
つ
る
／
気
分
が

悪
く
な
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　

幼
児
や
高
齢
者
の
中
に
は
、
体

温
調
節
が
難
し
く
、
暑
さ
や
喉
の

渇
き
を
感
じ
に
く
い
方
が
い
て
、

屋
内
で
も
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
を
我
慢
し

た
り
、
ト
イ
レ
が
面
倒
だ
か
ら
と

水
分
を
控
え
る
こ
と
も
原
因
に
な

り
ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
に

加
え
て
、
帽
子
や
日
傘
で
直
射
日

光
を
遮
り
、
涼
風
で
発
汗
を
促
す

こ
と
も
、
と
て
も
有
効
で
す
。

　

体
調
不
良
な
ど
は
お
気
軽
に
当

院
内
科
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

　

―
―
―
お
話
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
〈
取
材
協
力
〉

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

☎
０
４
６
７・５
３・４
１
１
１

　
（
同
医
師
）「
日
頃
か
ら
、
熱
中

症
の
症
状
を
知
っ
て
お
く
こ
と

は
、
軽
症
の
う
ち
に
対
処
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
予
防
対
策

に
な
り
ま
す
」

　
―
―
―
な
る
ほ
ど
。
で
は
、
段

階
を
追
っ
て
症
状
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
良
い
の
で
す
ね
？

　
（
同
医
師
）「
は
い
。
熱
中
症
は
、

水
分
・
塩
分
の
不
足
で
体
に
熱
が

こ
も
り
、
体
温
調
節
が
で
き
な
く

な
り
、
次
第
に
命
に
関
わ
る
危
険

な
状
態
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

症
状
に
は
、
だ
る
さ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
特
に
注
意

　
（
山
崎
医
師
）「
有
名
タ
レ
ン
ト

な
ど
が
、熱
中
症
で
入
院
し
た
際
、

コ
メ
ン
ト
で『
ま
さ
か
自
分
が
…
』

と
一
様
に
驚
き
の
発
言
を
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
わ
か
る
通
り
、
夏

に
向
か
っ
て
気
温
が
上
昇
す
る
に

つ
れ
て
、
ど
な
た
に
で
も
起
こ
り

得
る
の
が
『
熱
中
症
』
な
の
で
す
」

　

―
―
―
ど
う
す
れ
ば
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ツ
を
行
な
っ
た
際
に
だ
け
見
ら
れ

る
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
近
年
は
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
気
温
の
上
昇
や
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
、
自
動
車
の
普

及
が
影
響
し
た
生
活
環
境
の
変
化

に
よ
っ
て
、
夏
の
都
市
部
で
は
、

常
に
注
意
を
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

迅
速
な
人
命
救
助
を

　

熱
中
症
は
、
体
温
調
節
機
能
が

弱
い
高
齢
者
や
子
ど
も
の
命
を
奪

う
可
能
性
が
あ
る
怖
い
も
の
で

す
。
熱
中
症
の
症
状
に
陥
っ
て
い

る
人
を
見
た
ら
、「
熱
中
症
の
対

処
方
法
」（
環
境
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

＝
上
表
＝
を
参
考
に
し
て
、
応
急

処
置
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

中
症
は
、
以
前
は
、
炭
鉱
や
工
場

な
ど
の
高
温
の
職
場
や
、
ス
ポ
ー

　

今
年
の
夏
も
、「
熱
中
症
」
に

油
断
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
熱

環境省のホームページから「熱中症の対処方法（応急処置）」

お話を聞いた
茅ケ崎新北陵病院内科
山崎 隆一郎 医師

環境省「熱中症予防情報サイト」
から引用・一部抜粋

呼びかけに応じますか？

病院を受診

水分を自力で摂取できますか？

水分・塩分を補給

症状がよくなりましたか？

涼しい場所へ避難し、
服を緩めて体を冷却

安静にして、十分に休息をとり、
回復してから帰宅を

熱中症を疑う症状がありますか？
   〈めまい・吐き気・けいれんなど〉

涼しい場所へ避難し、
服を緩めて体を冷却

救急車を
呼んでください！！

YES 

NO

NO

NO

YES 

YES 

YES 

Check２Check２

Check3Check3

Check1Check1

Check4Check4

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
（
茅
ヶ
崎
市
行
谷
５
８
３
の

１
）で
は
、熱
中
症
患
者
の
対
応
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

同
院
・
内
科
の
山
崎
隆
一
郎
医
師
＝
８
月
24
日
㈫
に

医
学
講
座
を
開
催
＝
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

この時期から
要注意

コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
控
え 

影
響
が
明
ら
か
に

自
己
判
断
に
よ
る
受
診
控
え
は
ご
注
意
を

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル　
菅
井
桂
雄 
院
長

　

ま
た
、
予
約
診
療
を
行
な
っ
て

い
る
た
め
、
待
ち
時
間
が
少
な
い

上
に
、
検
査
設
備
が
そ
ろ
い
、
Ｃ

Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
消
化
器
内
視
鏡
検

査
、
心
臓
・
腹
部
・
血
管
系
エ
コ
ー

検
査
も
可
能
で
す
。

　

昨
今
で
は
、
紹
介
状
な
し
で
大

き
な
病
院
を
受
診
す
る
と
、
初

診
の
料
金
が
高
額
に
な
り
ま
す

が
、
当
院
は
、
紹
介
状
が
な
く
て

も
通
常
料
金
な
の
で
ご
安
心
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。『
か
か

り
つ
け
医
を
決
め
て
い
な
い
』
と

い
う
方
は
、
当
院
医
事
課
（
☎︎

０
４
６
３
・
２
２
・
４
１
０
５
）
ま

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

　
「
当
院
（
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
）
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
あ
る

医
師
が
多
く
在
籍
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た

医
師
を
か
か
り
つ
け
医
に
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
て
い
く
点

こ
そ
が
、
生
活
習
慣
病
の
特
徴
だ

か
ら
で
す
。

　

受
診
控
え
で
体
調
が
悪
く
な
っ

た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
悪
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
な
い
方
も
、

高
血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
を
抱
え
て
い
る
方

は
、や
は
り
定
期
的
に
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
」

紹
介
状
な
し
で
も
ご
相
談
を

　
「
体
調
悪
く
な
い
」と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
油
断
は
禁
物

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
受
診
控
え
に
よ
っ
て
、
自
分
で
は
わ
か
ら
な

い
う
ち
に
、
病
気
が
進
行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
の
菅
井
桂
雄
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

ら
」
が
19
．１
％
で
し
た
＝
上
表
。

　

ま
た
、
持
病
が
あ
る
人
が
受
診

を
抑
制
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
体
調

に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か

を
調
べ
た
も
の
で
は
、「
通
院
し

な
い
、
あ
る
い
は
頻
度
を
少
な
く

し
て
も
体
調
が
回
復
し
た
」が
７
．

３
％
、「
特
に
体
調
が
悪
く
な
っ

た
と
は
感
じ
な
い
」
が
69
．４
％

だ
っ
た
一
方
で
、「
体
調
が
悪
く

な
っ
た
と
感
じ
る
」
は
12
．１
％

で
し
た
＝
右
グ
ラ
フ
。

の
水
準
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
の
不
安
が
８
割
超

　

持
病
が
あ
る
人
が
受
診
を
控
え

て
い
た
理
由
は
、「
医
療
機
関
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
か

ら
」
が
69
．２
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
外
出
自
体
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
か
ら
」
が
24
．

９
％
、「
普
段
よ
り
も
長
い
日
数

分
の
薬
の
処
方
を
受
け
て
い
た
か

ら
」
が
19
．９
％
、「
他
の
人
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
感
染
さ

せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
か

査
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
持
病
が

あ
る
人
の
１
カ
月
間
の
平
均
通
院

回
数
は
、
緊
急
事
態
宣
言
発
出
前

の
２
０
２
０
年
１
月
時
点
で
１
．

37
回
／
月
で
し
た

が
、
発
出
後
の
同

年
４
月
に
は
１
．

27
回
／
月
ま
で
減

少
し
て
い
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
た
同
年

６
月
に
は
１
．32

回
／
月
ま
で
回
復

し
ま
し
た
が
、
ま

だ
コ
ロ
ナ
禍
以
前

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
が
今
年

（
２
０
２
１
年
）
２
月
に
公
表
し

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
期
に
お
け
る
受
診
意
識
調

　

い
ま
だ
に
収
束
の
糸
口
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
。
私
た
ち
国
民
は
不
要
不
急
の

外
出
の
自
粛
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
持
病
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
ま
で
控
え
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

２

３

４

５

１ 医療機関で新型コロナウイルスに
感染するかもしれないと思ったから

医師や看護師から通院しないように、
あるいは頻度を少なくするように
言われていたから

他の人に新型コロナウイルスを
感染させるかもしれないと思ったから

普段よりも長い日数分の
薬の処方を受けていたから

外出自体をしないようにしていたから

69．2
％

24．9
％

19．9
％

19．1
％

17．0
％

健康保険組合連合会
「新型コロナウイルス感染症拡大期における受診意識調査報告書」を基に作成

持病がある人が通院するのをやめていた、
また頻度を少なくしていた理由（複数回答）

ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科

菅井 桂雄 院長

ふれあい平塚ホスピタル
☎0463（22）4105

平塚市袖ヶ浜1-12

■キャリアある医師の中から
  自分に合ったかかりつけ医
  を選ぶことができる
■待ち時間が少ない
■検査設備の充実化
■紹介状なしでも
  特別料金がかからない

外来 の 特徴

ふれあい
平塚ホスピタル
ふれあい
平塚ホスピタル

持病がある人が通院の抑制にともなって
感じる体調の変化

69.4％

11.2％

12.1％

7.3％

特に体調が悪くなった
とは感じない

通院しない、あるいは
通院の頻度を少なく
しても体調が回復した

体調が悪くなった
と感じる
体調が悪くなった
と感じる
わからない

健康保険組合連合会
「新型コロナウイルス感染症拡大期における受診意識調査報告書」を基に作成

取材協力

　
「
持
病
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

受
診
を
抑
制
し
て
い
た
方
々
の
多

く
が
、『
特
に
体
調
が
悪
く
な
っ

た
と
感
じ
な
い
』
と
回
答
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
持
病
が
生
活
習

慣
病
で
あ
る
場
合
は
、
注
意
が
必
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